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大平地域会議だより

　地域会議が始動してから、令和7年で11年目となり、第6 
期大平地域会議がスタートしました。
　大平地域会議では、15名の方が委員に選任され、4月24
日（木）に開催された第1回大平地域会議において、市長か
ら委員へ委嘱状が交付されました。
　第6期の大平地域会議の委員は、団体推薦10名、学識経
験者3名、公募2名の計15名で構成されており、地域課題の
解決のため、今後協議を重ねていきます。

第6期 大平地域会議がスタートしました

　「地域会議」は、市政に市民の意見を反映させるための住
民組織として、市が市内8地域にそれぞれ設置する附属機関
です。
　地域内の各種団体から推薦された方、学識経験者、公募
で選ばれた方で構成されています。（任期2年）
　主な役割として、計画等に地域の意見を反映するために、
市からの意見聴取に対して回答したり、地域の課題解決や
活性化のための事業計画を策定し、市長へ提案を行いま
す。（地域予算提案制度）

地域会議とは

市長から委嘱状を受ける委員

◆第5回地域会議   8 月28日（木） 
◆第6回地域会議   9 月25日（木） 
◆第7回地域会議  11月27日（木） 
◆第8回地域会議   1 月22日（木） 
◆第9回地域会議   3 月19日（木)

　時間：18時30分～20時00分
　場所：大平総合支所　2階会議室

今後の地域会議の予定



会 長 就 任 の ご 挨 拶

大平地域会議 委 員 紹 介
【敬称略・50 音順】

【会長】

藤 倉  竜 広
ふ じ く ら   た つ ひ ろ

　今年度大平地域会議の会長に就任いたしました藤倉です。
　地域会議は地域住民により構成される市長の附属機関です。役割
としては大平地域をさらに住みやすい地域にするために議論し、市政に
対して意見を述べることが出来ます。
　また「栃木市地域予算提案制度」を元に行政とは違う地域住民とし
ての視点で地域の課題解決に向けて細かくスピーディーに事業を計画
実施することも出来ます。
　市内各地域の未来目標指針として令和5年から策定された第2次
栃木市地域未来ビジョンをガイドラインにしながら、大平地域のテーマ
でもある「つどい・つながり・こころ通うおおひら地域」となれるように地
域会議委員の皆様と楽しく信頼し合えるコミュニティ形成をしていきた
いと考えます。
　ここ大平地域は各校PTAや「おやじの会」などをはじめとした各団
体やまちづくり実働組織の活動も盛んな地域です。地域会議としても
地域団体と連携した活動を考え、老若男女全ての住民が安心して楽し
く生活できる地域にする一助となるよう取り組んでまいりますので、地
域の皆様にもご理解ご協力をよろしくお願い申し上げます。

　大平地域まちづくり実 
働組織の青木です。地域 
の特性を活かした豊かで 
暮らしやすい町づくり、地 
域の課題解決に微力なが 
ら貢献できるよう努めて 
まいります。よろしくお願 
い致します。青木  理恵

　このたび、栃木市女性 
団体連絡協議会から推薦
されました青木です。住み
なれた大平が、もっと良く
なるように、微力ですが貢
献できるよう努めてまいり
ます。よろしくお願いいた
します。青木  晴美

あ お き  は る み

　民生委員・児童委員協 
議会より推薦を受けまし 
た川井です。人々が住み 
たくなる、訪れたい、定住 
したいと感じるような街で 
あって欲しい。そんな願い
の一助となれるよう、活動
して参りたいと思います。川井  正枝

　大平地域会議委員に選
定いただきました植原で
す。大平地域の自然を活か
した安心・安全な、より住
みやすい「まちづくり」の
一助となるよう努めてまい
たいと思います。
　よろしくお願いします。植原  瑞恵

うえ はら  み ず え か わ い   ま さ え

あ お き    り  え



　ひき続き、栃木市大平
文化協会から推薦の仲三
河です。
　地域の良さを活かせる
「まち」づくりの一助にな
れるよう努めたいと思い
ます。

仲三河 マコト

　大平地域会議の委員を
務めることとなりました富
田です。
 自然とともにある暮らし 
を大切に、地域の魅力と
活力を守り育ててまいり
ます。

富田  昌敏
と み た  まさとし

　栃木市認定農業者協議
会大平支部から推薦され
ました津布楽と申します。
大平で農業に携わる立場
から、地域の活性化のお
手伝いが出来ればと思い
ます。よろしくお願いいた
します。津布楽 俊夫

　大平町商工会から推薦
されました田村と申しま
す。大平の自然豊かな景観
を、もっと知ってもらい、住
み易い移住したい大平を目
指し、次世代の架け橋にな
るような対策を会議したい
と思います。田村  誠志

た む ら  せ い し つ ぶ ら と し お

な か み が わ  ま こと

　大平地区社会福祉協議
会から推薦されました清水
です。福祉という観点を踏
まえ、どんな状況にある人
にとっても住みやすい、よ
り良い大平になるよう努め
ていきたいと思います。よ
ろしくお願いします。清水  泰子

　大平地区スポーツ協会
から推薦されました小堀で
す。
　自然豊かなこの地で、誰
もが安心・安全に暮らせる
地域づくりに、微力ですが
貢献できるように頑張りた
いと思います。小堀  和子

こ ぼ り  か ず こ し み ず  や す こ

　PTA大平ブロックの毛
塚です。
　大平町で生まれ育った
誇りを胸に、魅力発信と
課題解決に努めてまいり
ます。
　よろしくお願いいたし
ます。毛塚  高章

　引き続き委員を務めさせ 
ていただきます川田健太 
郎です。
　大平地域の子ども達に 
大平を大好きになってもら
える様、大平の魅力を発信
していきたいと思います。

川田 健太郎
か わ た  けんたろう け づ か   たかゆき　

　自治会連合の代表とし
て、地域の声を反映させ、微
力ではありますが、委員の皆
様と共に、笑顔いっぱいの
安心・安全なまち、子ども
も、大人も、みんなが、生き
活きできる街に、つなげて行
きたいと思います。

　引き続き委員になりまし 
た三井です。
　住みやすい大平地域の 
更なる発展に、微力ながら 
貢献できればと思ってい 
ます。
　よろしくお願い致しま
す。

み つ い   け ん

三井   健
やなぎだ  か ず こ

柳田  和子



　大平西地区公民館は、地域の公民館として、調理室をは
じめ、広く多くの方に利用されています。
　最近では、「子どもや多世代の居場所づくり」として、子ど
も食堂が定期的に開催されるようになり、施設利用頻度も高
くなりました。
　そのため、施設利用者の利便性向上や施設環境保全の
ために、給湯機器やガステーブル、ガス炊飯器を更新しま
した。
　今後、地域交流、多世代交流が図られ、地域の活性化の
促進につながることが期待されます。

　大平地域会議により提案された「交通事故防止対策事業
(令和7年度実施分)」が、交通安全教室(※スケアード・スト
レイト方式)として開催されます。

☆興味や関心のある方は、どなたでも見学することができま
すので多くの皆様のご来場をお待ちしています。

令和7年度実施分 地域予算提案事業 

　　　　　　　　　　　　　大平西地区公民館調理設備改修事業

交通安全教室が開催されます
日時：令和7年9月16日(火)
　　　午前11時~午前11時45分(予定)
場所：大平運動公園
　　　第２多目的広場（噴水広場横）
　　　※荒天の場合、延期あり

※スケアード・ストレイト方式とはスタントマ
ンが、実際に交通事故を再現し、交通ルー
ルの重要性を強く訴える技法です。交通
事故の怖さを実感することで、交通安全
意識を高め、交通事故を未然に防止する
ことに有効とされています。
 
※当日ご来場の際は、見学スペースを確認
いただき、安全確保にご協力ください。

大平地域会議だより
令和７年8月20日発行

第21号

〒329-4492 栃木市大平町富田558番地
　　　　　 大平地域まちづくりセンター
　　　　　（大平地域づくり推進課内）
（電話） 0282-43-9205 （FAX） 0282-43-8818
（E-mail） o-chiiki@city.tochigi.lg.jp

～大平地域の人口～

人　口：28,972人
　　男：14,829人
　　女：14,143人
世帯数：12,785世帯

※外国人の登録を含む　　令和７年６月末現在


